
　

年
間
を
通
じ
て
道
路
の
清
掃
や

維
持
活
動
を
行
う
団
体
へ
、
事
業

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
民
の
手
に
よ
る
道
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
く
だ
さ
い
。

□
助
成
内
容　

作
業
を
行
う
道
路

が
３
０
０
㍍
以
上
で
、
路
肩
な
ど

の
草
刈
、
側
溝
清
掃
を
年
２
回
以

上
で
き
る
こ
と
。
沿
線
の
花
木
植

栽
、
維
持
活
動
も
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

□
対
象　

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

有
志
団
体
な
ど
地
域
住
民
で
構
成

さ
れ
た
団
体
（
有
志
団
体
は
１０
人

以
上
で
、
会
員
名
簿
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
）

□
対
象
経
費　

保
険
料
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
な
ど
）、
消
耗
品
費
、

燃
料
費
な
ど

□
助
成
額　

市
道
１
０
０
㍍
当
た

り
２
０
０
０
円
が
上
限
。た
だ
し
、

国
道
県
道
は
、
１
０
０
０
円
が
上

限
で
す
。

　

年
間
の
活
動
費
が
上
限
額
以
下

だ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
実
績
額
と

な
り
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
の
た

め
、
作
業
延
長
に
よ
っ
て
は
減
額

も
あ
り
ま
す

□
申
し
込
み
方
法　

建
設
課
か
各

振
興
事
務
所
に
あ
る
指
定
用
紙
に

記
入
し
て
、
建
設
課
へ
提
出
す
る

□
締
め
切
り　

５
月
３１
日
㈭

※
毎
年
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

　
　

建
設
課
（
内
線
２
１
１
）

　

恵
那
特
別
支
援
学
校
で
は
、
本

校
の
児
童
生
徒
へ
の
接
し
方
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
内
容　

▽
５
月
２６
日
松

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講

習
会
、
児
童
生
徒
と
遊
ぼ
う　

▽

７
月
２８
日
松
＝
夏
祭
り　

▽
１２
月

１６
日
掌
＝
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト□
と
こ
ろ　

県
立
恵
那
特
別
支
援

学
校
（
岩
村
町
）

□
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

□
定
員　

１５
人
程
度

歯の無料電話相談を開催

　

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
南
側
に

整
備
を
進
め
て
い
た
「
ふ
れ
あ
い

エ
コ
プ
ラ
ザ
」
が
完
成
し
、
４
月

２０
日
㈮
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
の
推

進
拠
点
と
し
て
、
ご
み
減
量
と
環

境
問
題
全
般
の
学
習
と
体
験
の
場

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
３
Ｒ
と

は
、環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）、
リ

ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ
サ
イ
ク

ル
（
再
生
利
用
）
の
三
つ
の
言
葉

を
指
し
ま
す
。

　

県
内
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
使

用
し
た
建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て

で
、
総
事
業
費
約
２
億
４
６
０
０

万
円
を
掛
け
て
整
備
。内
部
に
は
、

資
源
を
受
け
入
れ
る
場
所
や
各
種

講
座
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
部
屋

を
備
え
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
に
は
、
新
聞
や
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
な
ど
の
古
紙
や
古
着
、

飲
料
缶
、
瓶
、
発
泡
ト
レ
ー
な
ど

資
源
と
し
て
再
生
利
用
が
可
能
な

物
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
各
家
庭
で
生
ご
み
の
堆

肥
化
の
普
及
啓
発
活
動
や
、
皆
さ

ん
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
不

用
品
を
展
示
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
施
設
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
市
民
エ
コ
会
議
が
運
営
を

し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
利
用

方
法
は
、
本
紙
４
月
１５
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
を
目

指
し
整
備
し
た
、
ふ
れ
あ
い
エ
コ

プ
ラ
ザ
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
が

　
　  

４
月
　
日
に
オ
ー
プ
ン

　

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
が
、
４
月
２０
日
晶
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
機
能
を

備
え
、
常
設
化
し
た
も
の
。
古
紙
や
古
着
な
ど
、
資
源
と
し
て
再
生
利

用
で
き
る
も
の
を
ほ
ぼ
毎
日
、持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

環
境
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

　中津川市民病院では、周辺地域の産科の閉院などの影響を

受け、当病院の医師が受け持つ分
ぶん

娩
べん

件数が限界を超えたため、

「里帰り出産をされる方」の受け入れを制限させていただい

ています。

　医師確保に努めていますが、平成２４年４月から、産婦人

科の常勤医師が１人減少し、２人体制になります。当分の間、

安全で安心な分娩を提供するためにも、「里帰り出産の制限」

に加え、新たに「分娩の受け入れ制限」をさせていただくこ

とになりました。状況によっては、ことし１０月以降の出産

予定日の方の分娩予約を、受け付けできない場合もあります

のでご了承ください。

　患者の安全と、質の高い分娩維持のため、地域の皆さんに

は大変な心配と不便をお掛けしますが、何卒ご理解いただき

ますようお願いいたします。

　　中津川市民病院地域医療連携室志０５７３-６６-１２５１、中

津川市健康福祉部健康医療課志０５７３-６６-１１１１、恵那市医

療管理部病院管理課志４３-１２６５

　
　

恵
那
特
別
支
援
学
校
志
４
３

―
４
８
５
７

　

国
際
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、

貴
重
な
経
験
に
よ
り
青
年
が
大
き

く
成
長
す
る
よ
う
、
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
で
は
、
青
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
遊
学
支
援
２
０
１
２
を
行

い
ま
す
。

□
対
象　

１８
―
３０
歳
で
、
県
内
在

住
か
通
勤
、
通
学
者
、
県
出
身
の

方
（
高
校
生
は
除
く
）

□
定
員　

２
人

□
支
援　

１
人
当
た
り
４０
万
円
を

上
限
に
交
付

□
締
め
切
り　

５
月
８
日
㈫

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
、
県

青
少
年
育
成
県
民
会
議
に
申
し
込

む
　
　
　
　

県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
（
県
環
境
生
活
部
男
女
参
画
青

少
年
課
内
）
志
０
５
８
―
２
６
８

―
０
３
０
２

　県保険医協会では、４月１８日の「４１８

（ヨイハ）」にちなんで、１日限定で歯

の何でも電話相談を開催します。

　歯についての悩みを、県内で開業し

ている保険医協会会員の歯科医師が相

談に応じます。

　「寝たきりの方に、歯科往診をして

ほしい」「治療をしても歯の痛みがと

れずに困っている」「入れ歯が合わな

い」など、日ごろ気になっていること

や、相談できずにいることなど気軽に

相談できます。

　皆さん、ぜひ活用してください。

□とき　４月１５日㈰午前１０時～午後

３時

□電話番号　０５８-２６７-０７１１

　　県保険医協会志０５８-２６７-０７１１

中津川市民病院 産科からのお願い

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

２０

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
遊
学
し

て
国
際
感
覚
を
養
う

特
別
支
援
学
校
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

▲路肩の草刈り作業を行う

申
・
問

問

問

問

□
住
所
　
長
島
町
正
家
１
０
１

５
―
３

□
利
用
時
間
　
午
前
８
時
半
―

午
後
５
時

□
休
館
日
　
月
・
火
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
水
曜
日
）、
年
末

年
始

□
電
話
番
号
　
２
５
―
１
５
１
５ ▲資源を受け入れる場所

◆
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
◆

問

問

み
ん
な
の
み
ち
愛
護
事
業

で
美
化
活
動
を
応
援

案
内
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昨
年
１２
月
に
、
平
出
勇
氏
（
上

矢
作
町
・
八
十
八
歳
）
が
地
方
自

治
功
労
に
よ
る
高
齢
者
叙
勲
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
に
当
た
り
、
平
出
氏
の
こ

れ
ま
で
の
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
５４
年
４
月
か
ら
昭
和
６２
年

３
月
ま
で
の
二
期
８
年
に
わ
た

り
、
旧
上
矢
作
町
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
変
動

の
大
き
か
っ
た
時
代
に
水
道
施
設

や
医
療
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、

同
町
の
発
展
の
た
め
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

総
務
課
（
内
線
３
１
１
）

　

市
で
は
、
市
内
外
へ
の
情
報
提

供
や
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
た
め
、
４

月
２
日
㈪
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

一
新
し
、
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

市
安
心
安
全

メ
ー
ル
と
連
動

し
て
、
緊
急
情

報
を
表
示
さ
せ

た
り
、
情
報
を

速
や
か
に
誘
導

し
た
り
す
る
な

ど
分
か
り
や
す

い
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
構
成
を
目
指

し
ま
し
た
。ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、

市
民
三
学
運
動
の
理
念
で
あ
る
佐

藤
一
斎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
掲
載
。

ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

□
ア
ド
レ
ス　

h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.lg

.jp
/

　
　

企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

紹
介

　

知
新
館
の
創
立
か
ら
明
治
維
新

後
の
廃
校
ま
で
続
け
ら
れ
、
岩
村

城
築
城
８
０
０
年
を
記
念
し
て
復

活
し
た
孔
子
祭
。
孔
子
と
そ
の
学

問
を
顕
彰
し
、
こ
と
し
も
古
式
に

の
っ
と
り
「
釈せ

き

奠て
ん

の
儀
」
を
開
催

し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、
記
念
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

【
釈
奠
の
儀
】

□
と
き　

４
月
１４
日
㈯
午
前
１０
時

―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

※
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容　

式
典
な
ど

め
切
り
前
で
も
締
め
切
り
ま
す

　
　

上
下
水
道
課
（
内
線
１
６
６
、

１
６
７
）

　　

市
民
三
学
運
動
の
拠
点
で
あ
る

山
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
、
４
月
１
日
に
旧
山
岡
保
健
セ

ン
タ
ー
跡
に
移
転
し
ま
す
。

　

図
書
を
並
べ
る
場
所
を
十
分
に

と
り
、
調
理
室
も
改
修
。
学
び
と

交
流
、
憩
い
の
館
と
し
て
、
ぜ
ひ

利
用
く
だ
さ
い
。

　

山
岡
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

は
、
今
ま
で
通
り
に
利
用
が
で
き

ま
す
。

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）、
山
岡
コ

ミ
セ
ン
志
５
６
―
２
６
１
８

　

　市では、定住促進事業の一環として、移住定住

希望者を対象とした「農業体験事業」を、年間を

通じて企画や運営を行う団体を募集します。

□団体数　１団体

□対象　３人以上の農業経験者で構成する団体

で、定住促進事業として本事業を意欲的に開催し

ていただける団体。

□内容　農業体験事業を年間３～５回実施する

□期間　５月１日㈫～平成２５年２月２８日㈭
□委託金額　３３０,０００円（限度額）

□申し込み方法　①提案申込書②団体の概要書③

事業提案書④事業の概算見積書―を作成の上、持

参か電子メール、郵送してください。

□締め切り　４月２０日㈮
　　　　ふるさと活力推進室（内線３８２）死 kik

aku@city.ena.lg.jp

　

こ
の
事
業
は
、
水
力
発
電
施
設

や
原
子
力
発
電
な
ど
の
施
設
の
周

辺
地
域
へ
、
公
共
施
設
の
整
備
や

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
交
付

さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
次
の
事

業
に
交
付
金
約
３
億
７
千
万
円
を

活
用
し
ま
し
た
。

　

水
力
発
電
施
設
の
交
付
金
で

は
、
ご
み
処
理
施
設
の
運
営
に
活

用
。
原
子
力
発
電
な
ど
の
施
設
の

交
付
金
で
は
、
消
防
署
や
保
育
園

の
運
営
な
ど
に
活
用
し
ま
し
た
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

【
記
念
講
演
会
】

□
と
き　

４
月
１４
日
㈯
午
後
１
時

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
講
師　

小
林
春
樹
氏
（
大
東
文

化
大
学
准
教
授
）

□
演
題　

『
論
語
』の
叡え

い

智ち

～「
仁
」

に
つ
い
て
～

□
料
金　

無
料

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
２
）

　

市
で
は
、
重
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
を

助
成
し
ま
す
。

□
内
容　

乗
車
１
回
に
つ
き
基
本

料
金
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。
一

年
間
に
、
４８
回
分
の
利
用
券
を
配

布
し
ま
す
。

□
利
用
期
間　

平
成
２５
年
３
月
３１

日
ま
で

□
対
象　

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
の
手
帳
の
あ
る
方
②
じ

ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
か
ら
３
級

で
人
工
透
析
の
た
め
定
期
的
な
通

院
を
必
要
と
す
る
方
③
療
育
手
帳

Ａ
判
定
の
手
帳
の
あ
る
方
④
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
手

帳
の
あ
る
方

※
②
の
方
を
除
き
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

□
持
ち
物　

印
鑑
、
該
当
の
手
帳

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
５
）、

南
部
５
振
興
事
務
所

　

５０
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
工
事
を
行
う
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
対
象　

市
内
に
浄
化
槽
の
設
置

を
計
画
し
、
公
共
下
水
道
や
特
定

環
境
保
全
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
処
理
区
域
外
の
方
が
対
象
で

す
。

　

た
だ
し
販
売
を
目
的
と
す
る
住

宅
や
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

済
み
か
工
事
着
工
済
み
の
方
、
市

税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方
な
ど

は
補
助
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

□
補
助
金
額　

専
用
住
宅
で
の
設

置
で
補
助
の
上
限
は
、
次
の
通
り

で
す
。

▽
５
人
槽
＝
５８
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
＝
６６
万
４
０
０
０
円

▽
１０
人
槽
＝
７９
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り　

１１
月
３０
日
㈮

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

予
算
額
に
達
し
た
と
き
は
、
締

　昨年の６月１日から、全ての家庭で住宅用

火災警報器の設置が義務化となり、市内では、

約７割の家庭で設置されました。

　まだ設置が済んでない家庭は、火災を早期

に発見し大切な財産を守るため、早期に設置

しましょう。

　　恵那消防署志２６-０１１９

事業名 総事業費 交付金額

消防署運営事業 １億９,４１９万円 １億７，５００万円

保育園運営事業 １億１，２９３万円 １億０,５８０万円

岩村診療所運営事業 ３，８０８万円 ２，０００万円

給食センター運営事業 ２，８３１万円 ２，４１３万円

ごみ処理施設運営事業 ６，１０９万円 ４，１３７万円

合　計 ４億３，４６０万円 ３億６，６３０万円

平成２３年度に実施した事業の一覧

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
配
布

孔
子
祭
を
開
催

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
一
新

平
成

２３
年
度
高
齢
者
叙
勲

を
受
章

問問

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
を
五
つ
の
事
業
に
活
用

春季時別企画展
名所江戸百景展

　4/５昭～６/１０㈰

　放生されるための亀が大き

く描かれています。「亀は万年」

という言葉と、深川萬年橋の

名をかけたものとみられます。

４月１日掌、５月６日掌は、市民の

日（市民に限り観覧料が無料で

す。当日、受付係に「恵那市民

です」とお伝えください）

問

歌川広重
「深川萬年橋」

大判錦絵　吉村コレクション

「恵那の農業体験」を企画する団体を募集

案
内

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

補
助
金

山
岡
コ
ミ
セ
ン
が
移
転

申・問

問

旭日単光章
平出勇氏

付けてますか火災報知器

▲祭文を読み上げて孔子を敬う

▲整備された山岡コミセン内の図書室

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

問

問

問

問

問

▲新ウェブサイトのイメージ
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